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１．はじめに

ҭͷग़会͍͸ɺฏ੒ڭͱ金મࢲ 1�೥౓ɺ౦ژ౎金融広報委員会ͷґཔΛड͚ͯɺੈా୩ཱ۠୅୔খֶߍͷߍ௕ͱͯ͠ɺ
金મڭҭͷ࣮ڀݚફʹऔΓ૊Μͩ͜ͱͰ͋ΔɻҎདྷ 10೥͋·Γɺߍ௕Λ຿Ίͨ̏ߍͰ金મڭҭߍڀݚͷ委৤Λड͚ɺ金
મڭҭͷ࣮ڀݚફΛੵΈॏͶ͖ͯͨɻ̏ߍͷڀݚΛ௨ͯ͠ɺ金મڭҭͷ࣮ڀݚફ͸ਐԽ͖ͯͨ͜͠ͱΛ࣮͍ͯ͠ײΔɻ
ʢ̍ʣ̐೥ੜ૯߹తͳֶशͷؒ࣌ʮԼ๺୔ೆޱ঎ళ֗ʹ͓ళΛͩͦ͏ʯʢੈా୩ཱ۠୅୔খֶߍʣ
ɹ金融ɾ金મڭҭͷࡐڭ։ൃΛ中৺ʹͯ͠஍ݩ঎ళ֗ʹ͓ళΛ։͘اը会ٞɺࢢ৔ௐࠪɺ融ަࢿবɺϓϨθϯςʔγϣϯ
౳ͷत࣮ۀફΛͨͬߦɻڭۀىҭʹಛԽͨ͠ࡐڭΛऔΓೖΕͨ͜ͱͰɺߍ಺ͷͪͨࢣڭ΁ͷ金મڭҭͷཧղͱڭҭతͳޮ
Ռ͕ಘΒΕͨɻ金મΛࡐڭʹֶͨ͠श׆ಈʹΑΓɺֶशҙཉ΍ࣇಐͷ՝୊Λओମతʹ௥͢ڀΔྗ্͕͠޲ɺࣇಐͷֶͿྗ
͸ɺࡐڭʹΑͬͯେ͖͘৳ͼΔ͜ͱΛ࣮ͨ͠ײत࣮ۀફͩͬͨɻͨͩɺ࣮ڀݚફऀͷࢦ͍ߴಋྗ͕͋ͬͯͷत࣮ۀફͩͬ
ͨͷͰɺʮૉ੖Β͍͕͠·Ͷ͸Ͱ͖ͳ͍ʯͱͷফۃతͳͪͨࢣڭͷ੠΋ฉ͔Εͨɻֶߍશମͷڭҭ՝ఔʹे෼ʹ൓ө͞Ε
ͳ͍՝୊͕ͨͬ࢒ɻ
ʢ̎ʣʮࣗΒ͑ߟɺࣾ会ͱؔΘͬͯੜ͖Δڙࢠͷҭ੒ʙࣾ会Պɾੜ׆Պʙʯʢੈా୩ཱ۠দݪখֶߍʣ
఺ࢹҭͷڭͰ͸ɺ金融ɾ金મߍখֶݪ広͕ΔΑ͏ʹɺੈా୩ཱ۠দʹڀݚશମͷߍΒֶ͔ڀݚͷڃಛԽֶͨ̍͠ʹࡐڭ
ΛऔΓೖΕͨࣾ会Պɾੜ׆ՊͷतۀվળʹऔΓ૊ΜͰɺڀݚओ୊ʮࣗΒ͑ߟɺࣾ会ͱؔΘͬͯੜ͖Δڙࢠͷҭ੒ʯͷ۩ݱ
ԽΛਤͬͨ͜ͱ͸ɺ金融ڭҭ͕໨͢ࢦʮཱࣗ͢ΔͨΊͷྗʯɺʮࣾ会ͱؔΘΔྗʯͷҭ੒ʹ΋ͭͳ͕͍ͬͯ͘͜ͱʹɺखԠ
͑Λ͡ײΔڀݚʹ΋ͳͬͨɻڭҭ՝ఔͷ中ʹɺ金融ɾ金મڭҭͷࢹ఺ΛऔΓೖΕͨࣾ会Պɾੜ׆Պɾಓಙͷतۀվળ͸ɺ
ऀޢҭΛਐΊΔͷʹɺอڭऔΓ૊Έ΋࣮ફ͠ɺ金મͨ͠ܞͷҙࣝվֵΛਤΔͷʹ༗ޮͩͬͨɻ·ͨɺՈఉͱ࿈ࢣڭಐ΍ࣇ
ͷൃܒͷඞཁੑΛ௧ͨ͠ײɻ
ʢ̏ʣʮࣗΒ͑ߟɺ๛͔ʹදݱͰ͖Δࣇಐͷҭ੒ʙࣾ会Պɾੜ׆ՊΛ௨ͯ͠ʙʯʢീԦཱࢢࢠୈೋখֶߍʣ
੷Λ΋ͱʹɺฏ੒࣮ڀݚՊͷ׆ओ୊Λड͚ͯɺ̎೥ؒͷࣾ会Պɾੜڀݚه্ 26ɺ2�೥౓ɺ̏ճ໨ͷ金મڭҭߍڀݚͷ
ҭվળͷཧ೦͕ɺീڭ఺Λੜ͔ͨ͠ࢹҭͷڭફͨ͠金融ɾ金મ࣮͠ߦࢼͰߍখֶݪફʹऔΓ૊Μͩɻੈా୩ཱ۠দ࣮ڀݚ
Ԧཱࢢࢠୈೋখֶߍʹड͚͕ܧΕΔΑ͏ʹͨ͠ɻখֶߍͰɺࣇಐʹࣾ会ΛݟΔ໨ɾ͑ߟΔྗΛഓ͏͜ͱ͕ɺ中ֶߍɾߴ౳
ͳͬͨɻʹڀݚஙͰ͖ͨߏΛ͑ߟҭͷॆ࣮ʹͭͳ͕͍ͬͯ͘ͱͷڭͷ金融ɾ金મߍֶ

２．実践の内容

ʢ̍ʣڀݚओ୊ʹ͍ͭͯ
ീԦཱࢢࢠୈೋখֶߍͷڀݚͰ͸ɺतۀΛల։͢Δ্Ͱɺࣇಐͷ޲܏ߟࢥ΍ֶͼͷελΠϧΛ͔ͭΉɺ͢ͳΘͪࣾڙࢠ
会ͷֶͼ߹͍Λେ੾ʹͯ͠ɺतۀվળΛਐΊͨɻͦͷ݁Ռɺࣇಐͷֶशݧܦ΍஌ࣝͷੵΈ্͕͛গͣͭ͠๛͔ʹͳΓɺશ
ମͷ࿩߹͍ʹΑͬͯ໰୊ղܾ͍ͯ͘͠तੑ׆͕ۀԽ͖ͯͨ͠ɻࣇಐͷ໰୊௥ڀελΠϧΛଚॏͯ͠ɺࣇಐͷ͑ߟΛͭͳ͍
Ͱ͍͘ୈೋখֶߍͷतߏ͕ۀங͞Εͨɻಉখͷڀݚओ୊Ͱ͋Δʮ๛͔ʹදݱͰ͖Δʯͱ͸ɺݸʑͷֶ͕ߟࢥश՝୊ʹ͚޲
ͨ΋ͷͰ͋Γɺطश߲ࣄΛੜ͔ͯ͠ɺͲͷࣇಐ΋ࣗ෼ͷ͑ߟΛදग़͢ΔɺҰਓҰਓͷ͑ߟΛ૊Έ߹Θ͍ͤͯ͘ͱ΋ͬͱଟ
༷ͳɺ๛͔ͳɺಠ૑తͳ͕͑ߟදग़͢Δ͜ͱͱଊ͍͑ͯΔɻ͜͏ͨࣾ͠ڙࢠ会Λେ੾ʹͨ͠तۀͷੵΈ্͛ʹΑͬͯɺʮࣗ
Β͑ߟɺ๛͔ʹදݱͰ͖Δࣇಐʯͷ੒௕͕ͨͨ࢟͘͠͞ΜݟΒΕΔΑ͏ʹͳͬͨɻ
ͦ͜Ͱɺڀݚͷ͞ΒͳΔॆ࣮ΛਤΔͨΊʹɺฏ੒ 26೥౓ΑΓ金融ɾ金મڭҭͷࢹ఺ΛतۀͰऔΓೖΕͨɻ金融ɾ金મ
؍ɺࣗ෼ͷੜ͖ํ΍Ձ஋͑ߟ͘ਂ͍ͯͭʹҭ͸ɺ͓金΍金融ͷ༷ʑͳಇ͖Λཧղ͠ɺͦΕΛ௨ͯࣗ͡෼ͷ฻Β͠΍ࣾ会ڭ
Λຏ͖ͳ͕ΒɺΑΓ๛͔ͳੜ׆΍ΑΓΑ͍ࣾ会ͮ͘Γʹ͚ͯ޲ɺओମతʹߦಈͰ͖Δଶ౓Λཆ͏ڭҭͰ͋Δɻ�金融ɾ金
મڭҭʹΑͬͯࣇಐʹ͸࣍ͷೋͭͷྗ͕਎ʹ෇͘ɻҰͭ͸ɺཱࣗ͢ΔͨΊͷྗɻੜܭΛ؅ཧ͢ΔͨΊͷૅجతͳೳྗ΍ɺ
কདྷΛݟ௨͠ͳ͕ΒɺΑΓ๛͔ͳੜ͖ํΛ࣮͢ݱΔͨΊɺओମతʹ͑ߟɺ޻෉͠ɺ౒ྗ͢Δଶ౓ΛҭΉɻ�΋͏Ұͭ͸ɺ
ࣾ会ͱؔΘΔྗɻࡁܦ΍金融ͷ͘͠ΈΛཧղ͠ɺࣾ会ͱࣗ෼ͱͷؔ܎Λ֮ࣗͯ͠ɺࣾ会ʹ͠ݙߩΑ͏ͱ͢Δଶ౓ΛҭΉɻ
͜ͷʮཱࣗ͢ΔͨΊͷྗʯʮࣾ会ͱؔΘΔྗʯͷҭ੒Λҙࣝ͢Δ͜ͱ͸ɺतۀͰѻ͏ࡐڭͷ෯Λ広͛ɺࣾ会Պɾੜ׆Պͷ
ʹΛ͞Βڀݚ఺͸ɺୈೋখͷࢹҭͷڭ΋ͭͳ͕Δ金融ɾ金મʹ্޲ըҙࣝͷࢀΓ͢Δɻࣾ会্ͨ͠޲վળͨ͠Γɺ͕ڀݚ
ඈ༂ͤͨ͞ʢࢿྉ̍ʣɻ

ʢ̎ʣ金融ɾ金મڭҭͷࢹ఺Λੜ͔ͨ͠तۀվળ
金融ɾ金મڭҭͷࢹ఺Λ࿡ͭઃఆͯ͠ɺᶃݟ௨͢ྗɺᶄܾࣗݾఆྗɺᶅࣾ会ͱؔΘΔྗɺᶆۈ࿑ҙཉɺᶇίετҙࣝɾ
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ફʹऔΓ૊Μͩɻ࣮ۀɺᶈ΋ͷΛେ੾ʹ͢ΔྗΛҙࣝ͠ͳ͕Βत֮ײࡁܦ
ྫ͑͹ɺࣾ会ՊͰ͸ɺফඅऀ΍ੜऀ࢈ͷཱ৔ͳͲ༷ʑͳࢹ఺͔Βࣾ会తࣄ৅ʹ͍ͭͯ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻফඅऀ͚ͩ
Ͱ͸ͳ͘ੜऀ࢈ͷཱ৔͔Β΋ͨ͑͜ߟͱͰɺίετͷ໘͔Β΋͑ߟΔ༷ݟ͕ࢠΒΕΔΑ͏ʹͳΓɺ৽͍͠ࢹ఺Ͱࣾ会తࣄ
৅Λ͑ߟΒΕΔΑ͏ʹͳ͖͍ͬͯͯΔɻ
͔֬ͳࢹ఺Λ΋ͬͯऔΓ૊Ή͜ͱͰɺतۀͷํ֬໌͕ੑ޲ʹͳΓɺൃ ໰΍ల։ͷํ࢓ͳͲͷतྗۀͷ্޲ʹͭͳ͕ͬͨɻ
·ͨɺ৽ͨʹ͜ΕΒ̒ͭͷࢹ఺ΛऔΓೖΕΔ͜ͱͰɺࣇಐҰਓҰਓʹ৽͍͠ߟࢥͷࢹ఺͕ੜ·ΕɺΑΓଟ໘తͳ΋ͷͷݟ
ํɾ͕ํ͑ߟͰ͖ΔΑ͏ʹͳΓɺྗߟࢥ΍ද্͖ͨͯ͠޲͕ྗݱɻ

ʢ̏ʣ金મڭҭΛ௨ͯ͠ͷࣇಐͷม༰
̑೥ੜࣾ会ՊͰ͸ɺ೔ຊͷۀ࢈ʮ೶ۀʯʮਫۀ࢈ʯʮۀ޻ʯͷֶशΛਐΊΔࡍʹɺ೥ؒΛ௨ͯ͠ʮ金મڭҭʯͷࢹ఺Λऔ
ΓೖΕͨɻ೶ۀ΍ܞʹۀ޻ΘΔਓʑͷ޻෉΍౒ྗ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺՁ֨΍අ༻ͷ໘΋ؚΊ͕ͯۀ࢈੒Γཱ͍ͬͯΔ͜ͱ΍ɺ
ੜऀ࢈͸޻෉΍౒ྗΛͯ͠ΑΓΑ͍੡඼ΛੜΈग़ͦ͏ͱ͍ͯ͠Δ͜ͱΛཧղͤ͞ΔΑ͏ʹ͖ͯͨ͠ɻͦͷ্Ͱɺޙࠓͷ೔
ຊͷ೶ۀɺۀ޻ͷ͋Δ΂͖࢟Λ۩ମతʹ࿩͠߹ΘͤͨɻࢦಋܭըͰ͸ɺৗʹʮίετҙࣝʯΛபͱͯ͠ܭըΛཱͯΔΑ͏
ʹͨ͠ɻ
ྫ͑͹ɺ೶ۀͷֶशͰ͸ɺถͮ͘Γ೶Ոͷ̍೥ؒͷ༷ࢠ΍ถͮ͘Γͷߦఔʹֶ͍ͭͯशͨ͠ɻֶशΛਐΊ্͍ͯ͘Ͱɺ
༷ʑͳඅ༻ʹؔ͢Δө૾΍ࢿྉΛ༻ҙ͠ɺίετʹ͍͖ͭͯͨͯͤ͑͞ߟɻͦͷ݁Ռɺࣇಐ͸ɺถͮ͘Γʹ༷ʑͳඅ༻͕
͔͔͍ͬͯΔ͜ͱʹண໨ͨ͠ɻͦͷ͜ͱͰɺ໨ઌ͚ͩͷղܾࡦͰ͸ͳ͘ɺʮ೶ۀͷ会ࣾΛ্ཱͪ͛ͯɺए͍ਓΛूΊΕ͹
ɺߴͯͬ߹͠ྗڠ͕࢜Λ֬อͰ͖Δʯʮ೶Ոಉऀܧޙ ֹͳػցΛڞಉͰ͑࢖͹ɺઅ໿΋Ͱ͖Δ͠ۀ࡞΋ޮ཰ԽͰ͖ΔʯͳͲɺ
͜Ε͔Βͷ೔ຊͷ೶ݐ͍ͯͭʹۀઃతʹ࿩߹͍ΛਂΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳͬͨɻ金મڭҭΛபʹֶͯ͠शܭըΛਐΊ
͖ͯͨ͜ͱͰɺࣇಐ͸金મʹؔ৺Λ΋ͭΑ͏ʹͳͬͨɻ金મڭҭͷࢹ఺Λ΋ͨͤͨतۀʹΑΓɺʮίετҙࣝɾ֮ײࡁܦʯ
Λ΋ͬͯ໰୊ղܾʹ͋ͨΔࣇಐ͕૿͖͑ͯͨʢࢿྉ̎ʣɻ
̎೥ੜੜ׆ՊͰ͸ɺࣾ会Պͷૉ஍Λഓ͏͜ͱ΍஍ҬͷਓͱͷؔΘΓΛ೦಄ʹஔ͖ɺ୯ܭݩըΛ૊Έཱͯͨɻ̏ʙ̐ਓͷ
খάϧʔϓͰֶ۠Ҭͷ঎ళʹΠϯλϏϡʔ׆ಈΛ͍ߦɺ෼͔ͬͨ͜ͱΛൃද͢Δ׆ಈΛͨͬߦɻൃදͷࡍʹ͸ɺচ஍ਤΛ
ಈ͕ɺ̏೥ੜͰͷํҐͷֶश׆෉ͨ͠ɻ͜ͷ޻ʹΛ͔ͭ·ͤΔΑ͏܎ͱͷҐஔؔߍಐʹͦͷ্Λา͔ͤɺֶࣇͳ͕Β͍࢖
ʹੜ͖͍ͯ͘ͱ͑ߟΒΕΔɻ·ͨɺಉ͡άϧʔϓͰಉ͡঎ళʹ̎౓ग़͖޲ɺΠϯλϏϡʔ׆ಈΛ܁Γฦͨͬ͜͠ߦͱͰɺʮ͓
ళͷਓ͕༏ͯ͑͘͘͠ڭΕͨʯʮͣͬͱੲ͔Β͓ళΛଓ͚ͯ͘Ε͍ͯΔʯͳͲɺ஍Ҭͷਓͱࣗ෼ͱͷͭͳ͕Γʹؾ෇͖ɺʮࣾ
会ͱؔΘΔྗʯ͕৳ͼ͖ͯͨʢࢿྉ̏ʣɻ

ʢ̐ʣ金મڭҭग़લतۀͷ׆༻
౎金融広報委員会͔Β金融広報ΞυόΠβʔΛটژɺ౦ͯ͠ߦͱฒۀतڀݚ

㆗㇇ㆄㆸㆂ

ᡈ͠ɺ金મڭҭͷग़લतۀΛશֶ೥Ͱ࣮ࢪ
ͨ͠ɻग़લतۀ͸ɺֶ֤೥ͷൃୡஈ֊ʹԠͨ͡಺༰ʹͳ͓ͬͯΓɺ෼͔Γ΍͘͢ɺ金મʹؔΘΔֶश͕Ͱ͖ͨɻͪͨڙࢠ
͕΋Β͍ͬͯΔ͓খ͍ݣ͸ɺอ͕ऀޢҰੜ໋ݒಇ͍ͯՔ͍͓ͩ金Ͱ͋Δ͜ͱɺऩೖʹ͸ݶΓ͕͋ΓɺͦΕͧΕͷ͍࢖ಓ͕
Λ৴༻ͯ͠༬͚ങ͍෺Λ೚͍ͤͯΔ͜ͱΛ෼͔Γ΍ֶ͘͢Ϳͪͨ͜ڙࢠ͕ऀޢը͞Ε͍ͯΔ͜ͱɺ͞Βʹͦͷ͓金͸อܭ
ͱ͕Ͱ͖ͨɻ·ͨɺࣇಐಉ࢜Ͱͷ͓金ͷି͠आΓ΍ʮ͓͝Γʯʮ͓͝ΒΕʯ͕͍͚ͳ͍ཧ༝͕෼͔Γɺ͓金ͷି͠आΓ͸
ઈରʹͯ͠͸͍͚ͳ͍͜ͱΛվΊֶͯͿΑ͍ػ会ͱͳͬͨɻतۀ͸ɺࠓ·Ͱ͸Կؾͳ͓͍ͨͯͬ͘࢖金ʹର͢Δࣇಐͷࢥ
͍͕มԽ͢Δوॏͳ̍ؒ࣌ͱͳͬͨɻ·ͨɺग़લतۀΛֶެߍ։೔ʹઃఆͨ͜͠ͱͰɺอऀޢͷ金મʹର͢Δؔ৺΋ىש
͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ金મڭҭͷਪਐʹ͸ɺՈఉ΁ͷൃܒ΍อऀޢͱͷ࿈͕ܞඞਢͰ͋Δɻ
ʲग़લतۀͷײ૝ʳ

３．おわりに

ʮߟࢥͳͯ͘͠දݱͳ͠ʯͷ͔͑ߟΒɺࣇಐͷߟࢥΛଅ͢໰͍΍ࡐڭબఆΛ޻෉͠ɺ金મڭҭʹΑΔ৽͍͠ࢹ఺ΛऔΓ
ೖΕͨଟ༷ͳ΋ͷͷํݟɾํ͑ߟΛଅ͢ͳͲɺͪͨڙࢠͱਖ਼໘͔ΒͿ͔ͭΓɺޡࡨߦࢼΛ܁Γฦͨ͜͠ͱͰɺڀݚͷ੒Ռ

金મڭҭͷग़લतۀΛड͚ͯɺ୭Ͱ΋͓金ͷ؅ཧ͸ඞཁͩͳ͋ͱͨͬࢥɻ͓ࠓখ͍ݣΛ΋Β͍ͬͯͳ͓ͯ͘金ͷ؅ཧ
͕ඞཁͰͳͯ͘΋ɺେਓʹͳ͔ͬͯΒඞཁʹͳΔ͔Β͓͍֮͑ͯͨํ͕͍͍͠ɺࠓ΋Β͍ͬͯΔͳΒɺେਓʹͳͬͯ
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資料１　研究構想図

 

研究主題 

自ら考え、豊かに表現できる児童の育成

―社会科・生活科を通して―  

研究構想図	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の特性を 
生かした教材 

学校教育目標 

○よく学び 考える子 

○思いやりがあり やりぬく子 

○明るく 元気な子 ＜児童の実態調査より＞ 

・少人数の話し合い活動

はよいが、みんなの前

で話すことは抵抗があ

る。 

 

・調べることについては

意欲的だが、そこから

自分なりの考えを導き

出すのが苦手である。 

 

・単語での表現に終わっ

てしまう児童が多い。 

＜成果と課題＞ 

・体験学習の 

重視 

 

・教師対児童の 

教師中心型授業 

 

・児童一人一人が 

主体的に考えら

れる教材の開発 

確かな学力の定着 豊かな心の育成 

社会科・生活科の授業改善 

見通す力 自己決定力 社会と関わる力 

＜こだま部会＞ 

自分の思いや考えを

相手に分かるように

伝えようとする子 

＜高学年部会＞ 

自分なりの驚きや

発見、考え方の変

化を適切に伝えよ

うとする子  

＜中学年部会＞ 

自分なりの疑問や

仮説をもつことが

でき、分かりやすく

伝えようとする子 

＜低学年部会＞ 

身近なものとの関わり

に関心をもって活動し、

気付いたことをすすん

で伝えようとする子   

金 融 ・ 金 銭 教 育 を 通 し た 
授 業 改 善 の 視 点 

安定した生活環境・地域との関わり  

学び合い高め合うことを大切にした  
一人一人の学びを大切にした  

言 語 能 力 の 向 上 

学級経営  

勤労意欲 物を大切にする心 コスト意識・経済感覚 

自ら考え、豊かに表現できる児童	
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資料２　指導計画（10時間扱い）

̑೥ੜࣾձՊʮถͮ͘Γͷ੝Μͳ஍Ҭʯʙコετҙ͔ࣝΒະདྷͷ೔ຊͷҴ࡞Λ͑ߟる

 

	
 ねらい	
 主な学習活動	
 ○評価	
 ◆支援	
 ◎金銭教育の視点	
 

つ
か
む	
 

２	
 

米袋の表示を調べるこ

とから米づくりの盛ん

な地域を捉える。（１）	
 

■家から持ち寄った米袋を使って、生

産地、品種、値段などを調べ、気付

いたことを話し合う。（１）	
 

・どうしてこんなに値段が違うの。	
 

・高いほどおいしい米なんだろうか。	
 

◆品種の違いの他に理由はあるのか。米

づくりが盛んな地域の共通性は何か考

えさせる。	
 

○米づくりに関心をもっている。	
 

	
 【関心・意欲・態度―①】	
 

学習問題、学習計画を

作る。（１）	
 

■家の人は、どんなお米を買っている

のだろう。消費者の願いを考える。

米作りについて調べたいことを話

し合い、学習問題を作る。（１）	
 

◎お米の値段の違いは、どうして生じる

のか。	
 

◎おいしいお米、安全なお米、安いお米	
 

を求めていることに目を向ける。	
 

調
べ
る	
 

６	
 

おいしく、安全で、安

いお米をつくるため

の秘密を探る。（３）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

■庄内平野では、なぜ米づくりが盛ん

なのかを土地や気候などの自然条

件から考える。（１）	
 

・低い土地では水が豊かだ。	
 

○資料をもとに、広大な平地、豊かな水、

日照時間、気温や降水量などの気候条

件を調べ、米づくりに最適であること

に気付く。【関心・資料活用―①】	
 

■庄内平野では、農家の人たちの安く

ておいしいお米をつくる工夫や努

力（品種改良）やアグリテック舟形

の特性を生かした米づくりを調べ、

農家の人々の思いを知る。（２） 
・雪氷室を使って、出荷の時期をずら

しているんじゃないか。 
 
 
 

○資料をもとに、米づくりは、田の大型

化、機械化、共同化、寒さや風に強い

品種改良などにより生産量向上のため

の工夫や努力がされていることを理解

している。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【関心・資料活用―②】 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【知識・理解―①】 
◎生産量向上とコストダウンを目指して

いることが捉えられるようにする。 
安全なお米をつくる

ために必要なことを

調べる。（１）	
 

■アイガモ農法や低農薬、無農薬農法

による安全な米づくりにより消費

者の求めに応じるために工夫して

いることを調べる。（１） 
・無農薬だと、手間がかかるんだ。 

○安全な米づくりは、手間がかかり、病

気や虫がつく危険性が高いことを理解

している。【知識・理解―②】 
◎値段は高くてもより安全を目指して 
	
 いることが捉えられるようにする。 

米づくり農家の抱え

る問題とこれからの

米づくりを考える。

（２）	
 	
 	
 	
 

	
 

■生産者から消費者までどのように

して米が届くのか、生産にかかる費

用のほか輸送などの費用について

知る。（１）	
 

■農家の人々は問題を解決するため

にどのような取り組みをすべきか、

今後の米づくりを考える。（１）	
 

◆資料をもとに様々な問題に気付かせる。	
 

○日本の米づくりをこれからも続けてい

くための方策を、根拠をもとに話し合

うことができる。	
 

	
 【思考・判断・表現―①】	
 

◎安全で継続的な米づくりができるか考

えられるようにする。	
 

ま
と
め
る	
 

２	
 
	
 

今までの学習を振り

返り、未来の米づくり

を考えまとめる。（２）	
 

■消費者のニーズに応え、おいしく、安

全で、安いお米を生産するための農家

の工夫や努力をもとに、これからの農

家の未来を考えまとめる。（１）	
 

■農家同士が協力したらどうか。（１）	
 

○今後の米の生産について友だちの意見

を参考にし、自分の言葉でまとめるこ

とができる。	
 

	
 【思考・判断・表現―②】	
 

	
 【関心・意欲・態度―②】	
 

	
 	
 （	
 ）内は時間数 

米づくり農家の人々は、消費者の願いに応えるためにどのような工夫や努力をしているのだろうか。 

（　）

（　）

（　）
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資料３　指導計画（14時間扱い）

̎೥ੜੜ׆ՊʮΘ͘Θֶͨ͘ߍΜ͚Μʯʙֶߍ୳ݕΛ௨ͯ̍͠೥ੜにֶߍͷָ͠͞Λ఻͑るֶश
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２年児童  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

ね
ら
い  

集めた情報を整理して、１年生が楽し

める紹介文や発表方法を班の友だち

と協力して考えることができる。  

１年生の頃の学校探検の様子を思い出

し、どんな学校探検にしたいか考えて

計画を立てることができる。  

学校の楽しさや先生たちの様子を

自分なりの表現で１年生に伝える

ことができる。  

  先生たちや１年生との関わりを深    

  め、自分が通う学校の人々に愛着  

  をもつことができる。  

学校探検をして先生たちにインタビュ

ーをすることで、いろいろな先生が関

わってくれていることに気付く。  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

２年児童

①学校探検で２年生に学校を案内して

もらった経験を思い出し、どんな学校

探検にしたいか話し合う。  

  

  

  

  

  

  

②１年生に教えたい場所や紹介したい

先生を思い浮かべ、班ごとに相談して

メモに書く。  

③④実際に自分たちで学校探検をしてみ

て、発見したことや気が付いたことをメモ

に書く。  

  

  

  

  

  

  

  

                                   

  

⑤⑥いろいろな先生と関わりながら、  

１年生に伝えたい情報を集める。  

⑫⑬１年生と学校探検をする。  

  

  

み

気が付いたことをメモ

⑦⑧学校の楽しさや先生たちの様子が

伝わるように紹介内容を考える。（言

葉・絵・動作・クイズ）  

  

  

  

  

⑨⑩１年生に合わせて説明の仕方やまわる

順番を話し合う。  

  

  

  

⑪本時  

本番を想定して、１年生役と２年生役に分

かれてリハーサルをする。  

⑭学校探検をして話せた先生との関わ

りや、見たり、聞いたりしたことにつ

いて絵や言葉で表現する。  

  
どこに何がある

のか全然わから

なかった！  

音楽室には行った方

が良いと思うよ！  

校長室に

もよく行

くよね！  

英語室か

らプール

が見えた

よ！  

保健室にもよく行く

んじゃないかな。  

先生の好

きな食べ

物は何で

すか？  

おすしとステ

ーキかな！  

１年生がうなずきな

がら説明を聞いてく

れてうれしいな。質

問にもたくさん答え

てあげよう！  

  

・話し合ったことを整理しながら、紹

介したい場所や調べてみたいことを

決めようとしている。 
【関心・意欲・態度―①】 

・メモしたことから、気付いたことを先生

や友だちに伝えている。【思考・表現 ①】 
・学校探検で気付いたことなどを思い出し

たり、先生の話を聞いて質問したりして

いる。【関心・意欲・態度―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ②】 

・学校探検をして、新たに見付けたこと

気付いたことをまとめている。 
【気付き―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ①】 

・自分が見付けたこと気付いたことを友

だちに伝えている。【思考・表現―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ②】 

・自分が見付けたこと気付いた

ことを１年生に伝えている。 
【思考・表現―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ③】 

・自分たちの学校生活が多くの人々に

よって支えられていることに気付

いている。【気付き―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ②】 
・学校探検をして、自分が調べたこと

見付けたことから新たに気付いた

ことをまとめている。 
【気付き―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ③】 

２年児童  

２年児童  
Ａ先生  

１年児童  

２年児童  

２年児童  

１・２年児童  

２年児童  

２年児童  

２年児童  




